
　厚生労働大臣特別表彰及び全国民生委員児
童委員連合会長表彰伝達式が７月17日（金）、
民生・児童委員定例会に先立ち行われました。
　厚生労働大臣特別表彰は、民生・児童委員
を15年以上という永い期間、常に住民の立
場に立って相談に応じ、社会福祉の増進に尽
力された方が表彰されるものです。
　今村キワ子さん（高森・昭和）は21年間
の民生委員の経験を活かし、様々な地域組織
への参画や福祉によるまちづくり活動に尽力
されました。また、平成22年から３年間は
熊本県民生委員児童委員協議会理事を務める
など、他地域の委員とも協議連携を図り活動
されました。
　甲斐利子さん（高森・上町）は18年間、
主に地域の高齢者支援を行ってきたほか、地
域組織への参画や福祉によるまちづくり活動
に尽力されました。また、各種研修にも積極

的に参加され、地域福祉の研鑽を積みながら、
関係機関と住民とのパイプ役として責務を果
たしました。

　７月29日（水）、熊本キワニスクラブ阿蘇サテライトクラブの
山部会長と山村副会長が来庁され、高森町社会福祉協議会にマス
ク1,200枚の寄贈をいただきました。「施設や保育園等でご活用
ください。」との話があり、草村町長が「カラフルな手作りマス
クで皆さんが少しでも明るい気持ちになればいいですね。」と答
えました。
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　７月14日（火）、秋月洋さん（高森・昭和北）
から「タオル900枚」の寄贈をいただきました。
これは、秋月さんが愛媛県今治市のイヨテリー
株式会社よりいただいたもので、熊本県内での
豪雨災害への支援のため役立ててほしいとの思
いから届いたものです。服部副町長が「避難所
などで有効に使います。」とお礼を述べました。
※秋月洋さんは「黒柴コーヒー」を経営されて

います

第６１回高森町優良子牛保留奨励品評会

「手作りマスク１,２００枚」の
寄贈をいただきました

　優良な子牛の自家保留を奨励し、次世代の繁殖牛を育成するための品評会が熊本県
畜産農業協同組合南阿蘇支所家畜市場で行われました。
　家畜農家自慢の牛、褐毛17頭、黒毛25頭の合計42頭が出陳されました。
◦褐毛（若令の部）首席　あおい号	 （鶴林　孝夫さん）
◦褐毛（壮令の部）首席　あずさ号	 （鶴林　孝夫さん）★グランドチャンピオン
◦黒毛（若令の部）首席　こすず号	 （山田　光士さん）
◦黒毛（壮令の部）首席　はなかつ号	 （本田　信一郎さん）

（左）甲斐利子さん、（中央）草村町長、 
（右）今村キワ子さん

　８月３日（月）に町長室で高森ライオンズクラブの代表岡本富美子さんに
表彰状が贈呈されました。この表彰は、５年以上継続的に献血にご協力いた
だいた団体、あるいは献血の推進活動にご功労のあった団体に感謝の意を表
し送られるものです。
　岡本さんから「これからも頑張りますので、献血よろしくお願いします。」
と話があり、副町長は「熊本地震の際はライオンズクラブさんの方から支援
をいただきましてありがとうございました。昨年で50周年ということで、
あわせましておめでとうございます。」と話がありました。
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